
主な内容

○第２回嘉島町議会定例会
町政報告 ②～③

○嘉島町災害対策会議 ④
○人権教育推進協議会 ⑤
○食品衛生協会総会 ⑥
○一般男女バレーボール⑦

………
…
…

……

○子ども自転車大会 ⑨
○園児が知事にバラ ⑩
○８月水の郷まつり ⑫
○お知らせ情報館 ⑭～⑲
○熱中症を防ぐ �
○Living in Kashima �
○かしまの文芸 �
○Let's enjoy �……

……
……
…
…………

…
…………
…………
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平
成
25
年

嘉
島
町
議
会
第
２
回
定
例
会

役場西側の嘉島保育園増設予定地

平
成
25
年
第
２
嘉
島
町

議
会
定
例
会
は
６
月
７
日

か
ら
10
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。

報
告
４
件
の
ほ
か
、
上

程
さ
れ
た
議
案
は
、
東
部

台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

作
成
費
を
含
む
１
８
０
７

万
１
千
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
10
件
。
い

ず
れ
も
慎
重
審
議
の
結
果
、

承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
宮
本

睦
生
、
鍋
田
平
、
富
山
勝
、

河
原
泉
の
４
議
員
が
ご
み

収
集
方
法
な
ど
町
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
、｢

議

会
だ
よ
り｣

で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

今
年
は
例
年
よ
り
早
く
梅
雨
入

り
し
ま
し
た
が
、
９
月
の
台
風
シ
ー

ズ
ン
ま
で
、
被
害
が
な
い
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

３
月
議
会
か
ら
今
日
ま
で
の
主

な
動
き
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

上
益
城
平
坦
４
町
お
よ
び
西
原

村
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
、
資
源
化
お
よ
び
適
正
処
理

を
広
域
的
な
観
点
か
ら
推
進
す
る

目
的
で
、
益
城
・
嘉
島
・
西
原
環

境
衛
生
施
設
組
合
、
御
船
町
甲
佐

町
衛
生
施
設
組
合
、
御
船
地
区
衛

生
施
設
組
合
の
３
組
合
の
広
域
化

に
つ
い
て
、
４
月
９
日
に
話
し
合

い
が
あ
り
、
会
長
に
奥
名
甲
佐
町

長
、
副
会
長
に
住
永
益
城
町
長
が

選
ば
れ
、｢

熊
本
中
央
広
域
協
議

会｣

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
先
進
地
視
察
や
協
議
を

重
ね
、
平
成
27
年
に
は
熊
本
中
央

環
境
衛
生
組
合(

仮
称)

を
設
置
。

基
本
計
画
策
定
な
ど
各
種
の
業
務

を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
施
設
を

稼
働
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

嘉
島
産
の
大
豆
を
使
っ
た
大
豆

焼
酎

｢

嘉
島｣

に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
度
に
醸
造
し
た
５
０
０
０

本
が
昨
年
９
月
に
完
売
し
ま
し
た
。

25
年
度
は
１
１
０
０
本
を
醸
造
し
、

６
月
３
日
か
ら
町
内
の
販
売
店
へ

出
荷
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
販

売
実
績
が
年
々
落
ち
て
き
て
い
る

た
め
、
町
と
し
て
は
販
売
店
に
の

ぼ
り
旗
を
配
付
し
て
販
売
促
進
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
施
設
の
建
設
は
現
在
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
建
築
の
進
捗
率

は
５
月
末
で
40
％
程
度
で
す
。

ホ
ー
ル
内
の
ス
テ
ー
ジ
に
設
置

す
る
緞
帳

(

ど
ん
ち
ょ
う)

の
デ

ザ
イ
ン
選
考
を
行
い
、
正
式
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
＝
表
紙
参
照
。

紋
様
は
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た

田
園
文
化
都
市
を
目
指
し
、
清
水

わ
き
心
ふ
れ
あ
う
嘉
島
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
大
切
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

４
つ
の
河
川
を
大
胆
な
流
線
で
描

き
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧
水
が
点

在
し
一
大
湧
水
群
を
形
成
し
て
い

る

｢

水
の
郷｣

を
表
現
し
た
も
の

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

認
可
保
育
園
の
嘉
島
保
育
園
の

増
設
に
あ
た
っ
て
は
、
東
部
台
地

土
地
区
画
整
理
事
業
と
と
も
に
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
つ
い

て
熊
本
県
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
５
月
に
除
外
の
認

可
が
お
り
、
あ
わ
せ
て
保
育
園
の

転
用
許
可
が
お
り
ま
し
た
。

10
議
案
を
承
認
、可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
1807
万
１
千
円
な
ど

町
政
報
告

荒
木
町
長

熊
本
中
央
広
域

協
議
会
の
設
置

文
化
施
設
緞
帳
デ
ザ
イ
ン

大
豆
焼
酎
の
出
荷

嘉
島
保
育
園
の
農
振
除
外
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嘉島東部台地土地区画整理事業区域の位置図

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

に
か
か
わ
る
都
市
計
画
決
定
に
つ

い
て
は
、
市
街
化
区
域
編
入
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
決
定
、
都
市

計
画
道
路
の
変
更
、
そ
し
て
用
途

地
域
の
変
更
の
４
つ
が
あ
り
ま
す

が
、
事
業
の
決
定
、
都
市
計
画
道

路
、
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

は
嘉
島
町
都
市
計
画
審
議
会
に
お

い
て
、
市
街
化
区
域
編
入
に
つ
い

て
は
６
月
３
日
の
熊
本
県
都
市
計

画
審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
進
め
て
い
る
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
評
価
書
が
６
月
中
旬
に

完
成
す
る
見
込
み
で
、
６
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
都
市
計
画
決
定
と

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
書
の
公

告
縦
覧
を
同
時
に
行
う
予
定
で
す
。

事
業
認
可
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
と
補
助
金
協
議
を
進
め
て
お
り
、

最
終
調
整
を
し
て
秋
ご
ろ
の
認
可

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

認
可
を
待
た
ず
に
進
め
る
こ
と
が

可
能
な
地
区
界
測
量
や
基
本
設
計
、

換
地
計
画
準
備
な
ど
は
順
次
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
策
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
嘉
島
幼
稚
園
に
お
い

て
３
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
年
度
の
３
歳
児
入

園
は
29
人
で
し
た
。
待
機
児
童
数

は
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
４
月
１

日
現
在
13
人
で
、
そ
の
対
応
策
と

し
て
嘉
島
保
育
園
の
増
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
予
算

に
も
計
上
し
て
お
り
、
完
成
す
れ

ば
解
消
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
待
機
児
童
は

無
認
可
保
育
所
へ
の
入
所
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
保
育

所
費
用
が
か
さ
む
分
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
待
機
児
童
支
援
助
成
事

業

(

認
可
外
保
育
施
設
利
用
者
助

成)

で
所
得
階
層
に
応
じ
て
助
成

す
る
よ
う
制
度
化
し
、
今
議
会
に

補
正
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

道
州
制
に
つ
い
て
は
、
３
月
末

に
安
倍
首
相
が
基
本
法
案
を
国
会

に
提
出
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
急
に
マ
ス
コ
ミ
等
の
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

道
州
制
は
、
地
方
分
権
の
名
を
借

り
た
新
た
な
集
権
体
制
を
生
み
だ

す
も
の
で
あ
り
、
税
源
が
豊
か
で

社
会
基
盤
が
整
っ
て
い
る
大
都
市

圏
へ
の
さ
ら
な
る
集
中
を
招
き
、

地
域
間
格
差
を
一
層
拡
大
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
州
に
お
け
る
中
心

部
と
周
辺
部
の
格
差
も
広
が
り
、

道
州
と
住
民
の
距
離
が
遠
く
な
っ

て
住
民
自
治
が
埋
没
す
る
懸
念
さ

え
あ
り
ま
す
。

全
国
町
村
会
と
し
て
は
道
州
制

に
対
し
、
平
成
20
年
か
ら
反
対
決

議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
九
州
町

村
会
で
も
、
５
月
31
日
に
九
州
・

沖
縄
の
町
村
長
や
関
係
者
が
参
加

し
て
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
研
修

会
の
席
上
、
道
州
制
の
導
入
に
対

し
て
反
対
決
議
が
な
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財

源
確
保
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の

給
与
を
平
均
７
・
８
％
カ
ッ
ト
し
、

地
方
に
つ
い
て
も
同
様
の
削
減
を

行
う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

現
在
、
嘉
島
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は
、
国
が
削
減
し
た
後
の

指
数
に
お
い
て
も
98
・
８
で
あ
り
、

国
は
１
０
０
を
下
回
っ
て
い
る
自

治
体
に
つ
い
て
は
削
減
を
求
め
な

い
と
し
て
い
る
た
め
、
本
町
と
し

て
は
改
定
を
行
わ
な
い
方
向
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た

だ
し
、
今
後
も
各
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

例
年
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
西

側
駐
車
場
で
開
催
し
て
い
る

｢

か

し
ま
水
の
郷
ま
つ
り｣

は
今
年
も

同
会
場
で
、
８
月
第
１
土
曜
日
に

あ
た
る
３
日
に
実
施
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
今
年
は
開
始
時

間
を
例
年
よ
り
20
分
遅
ら
せ
て
午

後
５
時
20
分
か
ら
開
会
し
、
終
了

時
間
は
例
年
通
り
８
時
30
分
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
花
火
に

つ
い
て
も
午
後
８
時
の
打
ち
上
げ

予
定
で
す
。
多
く
の
町
民
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
夏
の
一
夜
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

東
部
台
地
の
区
画
整
理

待
機
児
童
の
解
消
等

道
州
制
に
は
反
対

町
職
員
給
与

水
の
郷
ま
つ
り
は
８
月
３
日
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嘉
島
町
災
害
対
策
会
議
及
び
水

防
協
議
会
は
６
月
12
日
、
役
場
会

議
室
で
会
議
を
開
き
、
平
成
25
年

度
の
災
害
対
策
要
綱
、
災
害
救
助

計
画
書
、
水
防
計
画
書
を
承
認
し

ま
し
た
。

会
議
に
は
、
災
害
発
生
時
の
実

動
部
隊
に
な
る
町
消
防
団
は
じ
め
、

嘱
託
員
、
交
通
指
導
員
、
婦
人
会
、

役
場
各
課
長
の
ほ
か
、
御
船
署
や

上
益
城
消
防
本
部
、
県
上
益
城
地

域
振
興
局
な
ど
の
関
係
機
関
も
出

席
し
ま
し
た
。

本
部
長
の
荒
木
町
長
は

｢

町
は

以
前
、
水
害
常
襲
地
帯
だ
っ
た
。

こ
こ
十
数
年
、
大

き
な
被
害
は
な
い

が
、
昨
年
の
九
州

北
部
豪
雨
の
よ
う

な
集
中
豪
雨
が
あ

れ
ば
、
と
思
う
と

ぞ
っ
と
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の

対
応
、
役
割
を
確

認
し
て
万
一
の
場

合
に
備
え
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

町
は
今
年
３
月
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に

備
え
た
町
地
域
防

災
計
画
書
を
策
定
。

対
策
要
綱
や
救
助

計
画
、
水
防
計
画

は
、
同
計
画
書
に
沿
っ
た
も
の
で
、

担
当
課
長
が
内
容
を
説
明
し
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
例
年
よ
り
早
い
５
月

27
日
ご
ろ
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た

が
、
福
岡
管
区
気
象
台
の
３
カ
月

予
報
に
よ
る
と
、
７
月
後
半
か
ら

８
月
は
平
年
ま
た
は
平
年
以
上
に

晴
れ
の
日
が
多
く
、
気
温
は
平
年

並
ま
た
は
高
め
、
８
月
の
降
水
量

は
平
年
並
ま
た
は
少
な
め
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
熊
本
県
の
梅
雨
の
特

徴
は
、
年
降
水
量
に
占
め
る
梅
雨

期
間
の
降
水
量
が
他
の
地
域
に
比

べ
て
多
く
、
近
年
は
短
時
間
の
強

い
雨
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

｢対応､ 役割の確認を｣ と荒木町長

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
員

(

赤
十

字
奉
仕
団)

17
名
は
５
月
30
日
、

南
阿
蘇
村
の
日
赤
研
修
施
設
ア
ソ

シ
エ
ー
ト
で
災
害
時
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

講
師
は
日
赤
の
東
さ
ん
。
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
の
袋
を
使
っ
た
炊
き
出

し
訓
練
で
は
、
か
ま
ど
の
組
み
立

て
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
接
続
な
ど

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
ご
は
ん

が
炊
き
上
が
る
ま
で
、
日
赤
の
活

動
や
取
り
組
み
、
社
費
募
金
に
対

す
る
お
礼
と
使
い
道
な
ど
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

け
が
に
対
す
る
応
急
手
当
で
は
、

出
血
・
痛
み
・
細
菌
感
染
の
危
険

性
が
あ
り
、
止
血
や
手
当
が
重
要

嘉
島
町
の
高
田
堰
掛
土
地
改
良

区
が
３
月
の
第
54
回
全
国
水
土
里

ネ
ッ
ト
表
彰
式
で
、
全
国
土
地
改

良
功
労
者
表
彰
の
銅
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

同
土
地
改
良
区
は
、
高
田
堰
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
に
改
築
、
堰
体

や
地
区
内
の
農
道
及
び
用
排
水
路

を
維
持
管
理
す
る
た
め
、
昭
和
26

年
３
月
に
設
立
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
地
区
面
積
は
１
４
８
ha
。

受
章
理
由
は
、
組
織
運
営
が
良

好
で
、
緑
川
農
業
用
水
堰
連
絡
協

議
会
の
会
員
と
し
て
積
極
的
な
草

刈
り
や
植
樹
で
地
域
環
境
改
善
に

取
り
組
み
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
も
努
め
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

現
在
、
県
営
高
田
堰
地
区
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
は
、
地
域
農
業

の
振
興
・
農
家
経
営
の
安
定
の
た

め
、
幹
線
用
排
水
路
の
整
備
や
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
、
地
域
の

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

嘉
島
町
で
は
、
平
成
22
年
３
月

に
、
嘉
島
中
央
土
地
改
良
区
が
同

表
彰
で
金
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

災
害
救
助
・
水
防
計
画
を
承
認

嘉島町災害対策会議及び水防協議会

災
害
対
策
会
議･

水
防
協
議
会

万
一
に
備
え
て�������������地域婦人会リーダー研

修

で
あ
り
、

人
が
倒

れ
て
い

た
と
き

の
声
か

け
や
胸

骨
圧
迫

な
ど
を

学
習
し

ま
し
た
。

高
田
堰
掛
土
地
改
良
区

全
国
土
地
改
良

功
労
者
表
彰
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嘉
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

は
６
月
11
日
、
平
成
25
年
度
総
会

を
役
場
会
議
室
で
開
き
、
本
年
度

の｢

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い｣

を
11
月
９
日
に
町
民
体
育
館
で
開

催
す
る
こ
と
な
ど
事
業
計
画
を
決

め
ま
し
た
。

協
議
会
は
教
育
長
を
会
長
に
、

教
育
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
を
は

じ
め
、
町
議
会
や
老
人
会
、
婦
人

会
、
商
工
会
、
地
区
、
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
代
表
42
人
で
組
織
。

社
会
教
育
、
学
校
教
育
、
就
学
前

教
育
、
進
路
保
障
の
４
部
会
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た

後
、
工
藤
教
育
長
は

｢

差
別
事
象

は
表
面
的
に
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
た
と
え

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
よ
り

陰
湿
に
、
よ
り
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
完
全
に
消
し
去
る
こ
と
は

で
き
ず
、
対
策
も
取
り
に
く
い
の

が
現
状
の
よ
う
で
非
常
に
腹
立
た

し
い
限
り
で
す｣

と
述
べ
、
協
議

会
の
目
標
と
し
て

｢

差
別
事
象
の

解
消
と
未
然
防
止｣

｢

正
し
い
理

解
と
実
践
の
た
め
の
人
権

に
関
す
る
多
様
な
学
習
機

会
の
充
実｣

を
あ
げ
ま
し

た
。｢

町
民
の
集
い｣

は
９

回
目
。
小
中
学
生
の
人
権

に
関
す
る
作
品
展
示
や
作

文
発
表
、
人
権
寸
劇
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
朗
読
な
ど
に
加
え
て
、
徳

島
県
同
和
対
象
地
区
青
少
年
団
体

連
絡
協
議
会

｢

止
揚
の
会｣

の
大

湾
昇
氏
の
特
別
講
演
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

各
部
会
は
年
間
を
通
じ
て
研
究

会
や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
は
６
月
20
日
、

役
場
で
会
議
を
開
き
、
７
月
18
日

に
町
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
こ

と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

会
議
に
は
委
員
20
人
が
出
席
。

会
長
の
荒
木
町
長
は

｢

地
域
で
犯

罪
と
非
行
防
止
に
努
め
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
町

内
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
強
調
月
間

中
の
７
月
８
日
の
上
益
城
郡
内
パ

レ
ー
ド
に
保
護
司
会
が
参
加
す
る

こ
と
や
、
夏
休
み
中
に
各
団
体
共

同
で
町
内
全
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。

犯
罪･

事
故
と
も
に
増
加

万
引
き
・
車
上
狙
い
増

事
故
は
上
島
・
鯰
地
区

御
船
署
の
田
中
地
域
課
長
か
ら

は
、
管
内
の
犯
罪
・
交
通
情
勢
報

告
が
あ
り
、
嘉
島
町
内
で
は
犯
罪
・

事
故
と
も
に
増
え
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
１
〜
５

月
の
嘉
島
町
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
58
件
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て

20
件
増
加
。
特
に
万
引
き
や
車
上

狙
い
が
増
え
、
自
転
車
盗
も
頻
発

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
は
同
時
期
に
41
件
の

人
身
事
故
が
発
生
、
昨
年
同
期
比

４
件
増
、
負
傷
者
は
49
人
で
同
10

人
増
え
て
い
ま
す
。
発
生
時
間
帯

は
朝
夕
の
出
退
勤
時
間
帯
と
薄
暮

時
に
集
中
し
て
お
り
、
地
域
別
で

は
67
％
が
上
島
、
鯰
地
区
で
発
生

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

��������������
�������������嘉

島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

工藤教育長

平成25年度の事業計画を決めた協議会

新委員への委嘱状交付

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
18
日
に
町
内
パ
レ
ー
ド
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上
益
城
食
品
衛
生
協
会
嘉
島
支

会
は
６
月
26
日
、
平
成
25
年
度
通

常
総
会
を
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

き
、
安
全
安
心
な
食
品
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
、
指
導
員
の
強
化

や
講
習
会
開
催
な
ど
平
成
25
年
度

事
業
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

同
支
会
の
会
員
は
59
人
。
泉
会

長
は

｢

昨
年
は
食
中
毒
な
し
で
過

ご
せ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
湿
度
も

温
度
も
高
く
、
注
意
報
も
何
度
か

出
て
い
る
。
講
習
で
学
び
、
手
洗

い
の
励
行
な
ど
で
食
中
毒
防
止
に

気
を
つ
け
た
い｣

と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
県
食
品
衛
生
協
会
か
ら
食

品
衛
生
優
良
施
設
と
し
て
表
彰
を

受
け
た

｢

セ
ブ
ン－
イ
レ
ブ
ン
上

益
城
嘉
島
店｣

の
石
原
睦
郎
さ
ん

に
、
上
益
城
食
品
衛
生
協
会
の
原

田
会
長
が
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し

た
。

荒
木
町
長
は

｢

皆
さ
ん
は
日
ご

ろ
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
安
全
安
心
の
食
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
景
気

回
復
と
お
仕
事
の
繁
栄
を
祈
念
し

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
事
業
報
告
や
25
年

度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
審
議
の

後
、
理
事
の
転
出
、
退
任
に
伴
い
、

新
理
事
に
下
田
純
子
さ
ん
を
選
出

し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
講
習
会
を
開
催
。
九

州
農
政
局
か
ら
は
取
引
記
録
の
作

成
・
保
存
を
義
務
付
け
た

｢

米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法｣
、
県
御
船

保
健
所
か
ら
は
県
内
の
食
中
毒
発

生
状
況
、
熊
本
労
働
基
準
監
督
署

か
ら
は
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

は
６
月
21
日
、
平
成
25
年
度
総
会

を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
き
、

環
境
美
化
や
交
通
安
全
運
動
の
推

進
な
ど
を
含
む
事
業
計
画
を
承
認
、

新
会
長
に
協
同
組
合
嘉
島
リ
バ
ゾ

ン
理
事
長
の
清
永�
夫
氏
を
選
出

し
ま
し
た
。

立
地
を
促
進
、
立
地
企
業

の
支
援
を
進
め
て
い
く｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
会
長

の
ほ
か
新
副
会
長
に
熊
本

南
工
業
団
地
協
同
組
合
理

事
長
の
富
田
恭
司
氏
、
新

理
事
に
㈱
プ
レ
シ
ー
ド
代

表
取
締
役
の
松
本
修
一
氏

を
選
び
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
熊
本
南
工
業
団
地
、

嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
な
ど
へ
の
進
出
企

業
55
社
で
組
織
。
顧
問
の
荒
木
町

長
は

｢

景
気
回
復
を
一
日
も
早
く

実
感
で
き
、
ま
す
ま
す
仲
間
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す｣

、

来
賓
の
県
企
業
立
地
課
の
上
塚
課

長
補
佐
は

｢

町
と
連
携
し
て
企
業

嘉
島
町
進
出
企
業

連
絡
協
議
会
総
会

荒木町長 泉会長

優良施設表彰の石原睦郎さん(左)

総会会場

指導員強化や講習会で…

安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心なななななななななな食食食食食食食食食食品品品品品品品品品品をををををををををを提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供
上益城食品衛生協会嘉島支会

通常総会

����������������������������������������������������������������������������������������
��

新
会
長
に
清
永

理
事
長

環
境
美
化
や
交
通
安
全
推
進

嘉
島

リ
バ
ゾ
ン
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木下隆文さんと廣川尚子さんの選手宣誓

男子も一生懸命

白
熱
の
女
子
の
ゲ
ー
ム

男
子
優
勝
の
上
島
体
協

女
子
優
勝
の
熊
体
協

第
37
回
嘉
島
町
一
般
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
は
６
月
９
日
、
町
民

体
育
館
と
嘉
島
中
体
育
館
で
開
か

れ
、
男
子
は
上
島
体
協
が
２
連
覇
、

女
子
は
鯰
体
協
が
３
連
覇
を
果
た

し
ま
し
た
。

大
会
は
町
体
育
協
会
主
催
。
男

子
は
10
チ
ー
ム
、
女
子
は
８
チ
ー

ム
が
出
場
。
会
長
の
荒
木
町
長
が

審
判
で
協
力
し
て
い
た
だ
く
上
益

城
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に
謝
意

を
表
し
、
木
下
隆
文
さ
ん

(

上
仲

間)

と
廣
川
尚
子
さ
ん(

北
甘
木)

が

｢

和
気
あ
い
あ
い
と
け
が
の
な

い
よ
う
、
持
て
る
力
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
ま
す｣

と
選
手
宣
誓
し

ま
し
た
。

試
合
は
男
女
と
も
ブ
ロ
ッ
ク
別

の
リ
ン
グ
戦
の
あ
と
、
４
チ
ー
ム

の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。
ど

の
チ
ー
ム
も
楽
し
そ
う
な
声
を
あ

げ
な
が
ら
、
精
一
杯
の
プ
レ
ー
を

み
せ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

２
位
以
下
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
男
子

②
鯰
体
協
③
滝
河
原
体

協
、
下
仲
間
体
協

第
31
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
決
勝
戦
が
６
月
13

日
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、

鯰
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

決
勝
は
、
鯰
ク
ラ
ブ
と
十
夢
の

対
戦
。
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ル
ー
ル
の

た
め
、
笑
い
を
交
え
た
に
ぎ
や
か

な
雰
囲
気
で
展
開
、
先
行
し
た
鯰

ク
ラ
ブ
は
追
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
終
盤
に
追
加
点
を
奪
い
、
９

対
４
で
十
夢
を
退
け
ま
し
た
。

◇
女
子

②
滝
河
原
体
協
③
上
仲

間
体
協
、
下
仲
間
体
協

��������
第
37
回
嘉
島
町
一
般
男
女

��������������������
�������第

31
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会鯰クラブ
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歓声が響いた西小プール開き

各
地
の
神
社
が
還
暦
や
厄
入
り
な
ど
の
参

拝
者
で
に
ぎ
わ
う
６
月
１
日
、
浮
島
神
社
で

は
井
寺
地
区
の
浮
島
会
有
志
が
還
暦
と
厄
入

り
を
迎
え
た
仲
間
を
駕
籠

(

か
ご)

に
乗
せ

て
参
拝
、
厄
を〝

み
ん
な
で
担
い〟

で
健
康

と
長
寿
を
祈
願
し
ま
し
た
。

駕
籠
に
乗
っ
た
の
は
還
暦
の
大
川
幸
夫
さ

ん
と
厄
入
り
の
篤
岡
潤
一
郎
さ
ん
。

初
め
て
の
駕
籠
体
験
と
あ
っ
て
２
人
と
も

照
れ
く
さ
そ
う
で
し
た
が
、
仲
間
に
厄
を
担

い
で
も
ら
っ
た
お
か
げ
か
、
口
も
軽
く
な
っ

た
篤
岡
さ
ん
。｢
み
ん
な
が
担
い
で
く
れ
た

の
で
大
丈
夫
。
こ
の
ご
恩
を
忘
れ
ず
に
、
人

の
気
持
ち
の
わ
か
る
優
し
い
人
間
に
成
長
し
、

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
も
参
加
し
て

い
き
た
い｣

と
祝
福
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
古
希
や
喜
寿
な
ど
の
年
祝
い

の
参
拝
者
も
あ
り
、
健
康
や
長
寿
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。

嘉
島
東
・
西
小
学
校
で
６
月
か

ら
水
泳
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

西
小
で
は
５
日
、
プ
ー
ル
開
き

が
あ
り
、
１
・
２
年
生
の
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
勢
ぞ
ろ
い
し

た
子
ど
も
た
ち
に
、
先
生
が

｢

水

の
中
で
勉
強
す
る
の
は
と
っ
て
も

楽
し
い
こ
と
で
す
が
、
先
生
の
話

を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
走
っ
た
り
す
る
と
と

て
も
危
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す｣

と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
代
表
は

｢

ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
水
の
中
で
眼
を
開
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す｣

(

２

年
生)

｢

顔
つ
け
を
が
ん
ば
り
ま

す｣
(

１
年
生)

と
発
表
。
準
備

体
操
の
あ
と
、
１
年
生
は
浅
く
小

さ
な
プ
ー
ル
で
、
２
年
生
は
深
く

大
き
な
プ
ー
ル
で
、
水
に
潜
っ
て

小
さ
く
切
っ
た
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
拾

う
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

曇
り
が
ち
の
天
気
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。

｢

寒
い
け
ど
楽
し
い｣

と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

東
小
で
は
特
別
の
プ
ー
ル
開
き

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12
日

か
ら
水
泳
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

７
月
23
日
に
は
同
小
で
東
西
両
小

合
同
の
記
録
会
が
開
か
れ
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
授
業
で
の
練
習
に
も

力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

仲間で“厄を担ぐ”�����������
井寺地区の浮島会有志

還
暦
の
大
川
幸
夫
さ
ん

厄
入
り
の
篤
岡
潤
一
郎
さ
ん

練習に励む東小６年生
大喜びの西小１年生 元気いっぱいの東小６年生

������������������� �����������
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自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
を
競
う
第
47
回
御

船
地
区
交
通
安
全
子
ど

も
自
転
車
大
会
が
６
月

15
日
、
嘉
島
町
民
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

嘉
島
町
か
ら
は
東
小
Ａ
・

Ｂ
の
２
チ
ー
ム
、
西
小

１
チ
ー
ム
が
出
場
、
一

も
た
ち
は
、
30
分
間
の
学
科
テ
ス

ト
で
頭
を
抱
え
な
が
ら
も
難
問
を

解
読
。
続
く
実
技
テ
ス
ト
で
は
、

１
１
０
㎝
か
ら
１
２
０
㎝
間
隔
に

立
て
ら
れ
た
ピ
ン
を
ジ
グ
ザ
グ
走

行
す
る
コ
ー
ス
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
走

行
。
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

結
果
こ
そ
上
位
入
賞

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
交
通
安
全
の
知
識

と
技
術
を
学
ん
だ
子
ど

も
た
ち
。
学
校
や
家
庭

で
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
交
通
事
故
の

な
い
町
づ
く
り
の
一
役

を
担
っ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

合
図
も
き
び
き
び
と

真剣な表情で

生
懸
命
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

御
船
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
。

参
加
し
た
の
は
御
船
署
管
内
の
10

校
15
チ
ー
ム

(

１
チ
ー
ム
４
人)

。

開
会
式
で
東
小
６
年
の
井
上
輪
華

さ
ん
が
選
手
宣
誓
し
た
あ
と
、
各

校
の
代
表
が
交
通
安
全
の
知
識
と

技
術
を
競
い
ま
し
た
。

嘉
島
東
・
西
小
チ
ー
ム
の
子
ど

東小Ａチーム 東小Ｂチーム 西小チーム

くまモン､ ころう君も応援

上
益
城
郡

内
小
・
中
学

校
の
特
別
支

援
学
級
合
同

｢

さ
わ
や
か

さ
ん
サ
ン
運

動
会｣

は
６

月
14
日
、
嘉

島
町
民
体
育

館
で
、
に
ぎ

や
か
に
開
か

れ
ま
し
た
。

郡
内
28
校

の
子
ど
も
た

ち
と
先
生
、

保
護
者
あ
わ

せ
て
２
５
０

人
が
参
加
。

こ
と
し
は

｢

ふ
れ
あ
い｣

を
テ
ー
マ
に
一
工

夫
。
開
花
式
の
後
、

｢

ら
い
お
ん｣

、

｢

き
り
ん｣

｢

ぞ
う｣

な
ど
の
班
別
に
保
護
者
も
交
え
て

自
己
紹
介
や

｢

と
も
だ
ち
い
っ
ぱ

い
作
り
ま
す｣

｢

か
け
っ
こ
で
一

番
に｣

な
ど
の
目
標
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

体
育
館
の
壁
に
は
、
各
校
の
友

だ
ち
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

張
ら
れ
、
嘉
島
東
・
西
小
の
子
ど

も
た
ち
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
く
ま

モ
ン
、
鞠
智
城
の
こ
ろ
う
君
も
駆

け
つ
け
て
応
援
。
子
ど
も
た
ち
は

に
ぎ
や
か
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

徒
競
走
や
体
操
な
ど
に
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

東
・
西
小

(

右)

の
声
援
を

受
け
て
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち

����������������������������������������

御
船
地
区
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

東･
西
小
３
チ
ー
ム
健
闘

嘉
島
町
民
体
育
館
で
開
催
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知
事
に
バ
ラ
を
贈
る
園
児
た
ち

父
の
日
を
前
に
し
た
６
月
13
日
、

嘉
島
幼
稚
園
の
年
長
・
さ
く
ら
組

32
人
が
、
県
庁
に
蒲
島
知
事
を
訪

ね
て
手
作
り
の
バ
ラ
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

県
花
き
協
会
バ
ラ
部
会
が
毎
年
、

県
民
の
お
父
さ
ん
代
表
と
し
て
知

事
に
バ
ラ
を
贈
っ
て
お
り
、
今
年

は
嘉
島
町
の
花
き
生
産
者
・
友
田

廣
さ
ん
の
推
薦
で
、
嘉
島
幼
稚
園

の
園
児
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。

協
会
に
よ
る
と
、
バ
ラ
は
昨
年

の
九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害

が
出
た
阿
蘇
地
域
で
作
ら
れ
た

｢

復
興
の
バ
ラ｣
。
12
日
に
、
部
会

員
が
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
指
導
、

園
児
た
ち
が
一
生
懸
命
に
色
と
り

ど
り
の
バ
ラ
の
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
知
事
応
接
室
で
、

蒲
島
知
事
に

｢

こ
ん
に
ち
は｣

と

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
、｢

大
好
き

パ
パ｣

を
大
き
な
声
で
歌
っ
た
あ

と
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
手
渡
し

ま
し
た
。

知
事
は
、｢

あ
り
が

と
う
。
見
事
な
バ
ラ
で

美
し
い
で
す
ね
。
歌
声

も
心
に
響
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
お
父
さ
ん

に

『

あ
り
が
と
う』

と

言
え
る
か
な｣

と
問
い

か
け
る
と
、
園
児
た
ち

は

｢

ハ
ー
イ｣

と
声
を
そ
ろ
え
て

答
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
く
ま
モ
ン
が
登
場
、

園
児
た
ち
は
思
い
が
け
な
い
展
開

に
大
喜
び
で
、
知
事
と
一
緒
に
記

念
撮
影
し
た
り
、
く
ま
モ
ン
と
ふ

れ
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
と
嘉
島
保
育
園
で

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は

｢

私
た
ち
は
ぜ
っ

た
い
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
守
り
ま
す
。
火
の
用
心｣

と
誓
い
ま
し
た
。

嘉
島
保
育
園
は
年
長
の
25
人
。

法
被
姿
で
整
列
し
、
上
益
城
消
防

本
部
の
消
防
士
か
ら
一
人
ひ
と
り

帽
子
を
か
ぶ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
気
味
な

が
ら
、
元
気
よ
く

｢

防
火
の
ち
か

い｣

を
唱
え
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
も
年
長
の
32
人
。

保
護
者
が
見
守
る
な
か
、
元
気
よ

く
行
進
し
て
整
列
。
通
常
点
検
の

あ
と
、
消
防
士
か
ら
帽
子
を
か
ぶ

せ
て
も
ら
い
、
こ
ち
ら
も
は
き
は

き
と

｢

防
火
の
ち
か
い｣

を
唱
和

し
、
大
き
な
救
助
工
作
車
を
熱
心

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
通
常
点
検
な
ど
の

訓
練
を
行
う
ほ
か
、
嘉
島
町
消
防

団
出
初
式
に
も
参
加
し
ま
す
。

くまモンに大喜び 知事､ くまモンと記念撮影

帽子をかぶってにっこり

嘉島幼稚園幼年消防クラブ 嘉島保育園幼年消防クラブ

��������������������������������
����������������
���������嘉島幼稚園・嘉島

保
育
園



鯰
地
区
に
あ
り
ま
す
。
嘉
島
西

部
土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
同
事
業
は
43
ha
を
対

象
に
１
９
８
２

(

昭
和
57)

年
か

ら
始
ま
り
、
96

(

平
成
８)

年
竣

工
。
一
角
に
は
記
念
碑
や
集
会
所

(

町
公
民
館
分
館)

も
あ
り
ま
す
。

上
島
地
区
の
山
地
外
科
胃
腸
科

医
院
近
く
。
松
前
先
生
は
東
海
大

学
創
立
者
で
、
嘉
島
町
名
誉
町
民
。

生
家
は
１
９
８
７

(

昭
和
62)

年
、

道
路
工
事
で
現
在
の
記
念
館
横
に

移
築
、｢

若
き
日
に
汝
の
思
想
を

培
え｣

と
自
筆
の
書
を
刻
ん
だ
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

���������
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嘉
島
町
高
齢

者
・
婦
人
合
同
学

級
の
第
２
回
は
６

月
19
日
役
場
で
あ

り
、
６
月
の
環
境

月
間
に
あ
わ
せ
て
、

県
環
境
セ
ン
タ
ー

環
境
教
育
指
導
者

の
井
手
尾
真
美
さ

ん
か
ら
、｢
自
分

ら
し
い
エ
コ
ラ
イ

フ

〜
は
じ
め
の

一
歩
は
自
分
か
ら｣

と
題
し
て
食
育
、

整
体
、
環
境
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

｢

ま
ず
は
一
つ

だ
け
。
何
か
見
つ

け
て
自
分
で
や
っ

て
み
る
。
そ
れ
が

第
一
歩
で
す｣

と
井
手
尾
さ
ん
。

１
個
で
３
カ
月
分
の
生
ご
み
を
た

い
肥
化
で
き
る
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
は
実
物
を
持
ち
込
ん
で
紹
介
。

持参した段ボールコンポストを
紹介する講師の井手尾さん

氷
川
町
の
立
神
峡
里
山
公
園
で

実
践
し
て
い
る
食
育
体
験
か
ら
は
、

｢

食
が
変
わ
れ
ば
体
も
変
わ
る｣

と
、
梅
と
砂
糖
を
使
っ
て
一
週
間

で
で
き
る｢
酵
素｣

の
作
り
方
や
、

ピ
ー
マ
ン
の
種
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯

な
ど
を
む
だ
な
く
使
っ
て
ス
ー
プ

を
作
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

整
体
で
は
体
の
ゆ
が
み
な
ど
の

矯
正
法
な
ど
も
実
際
に
や
っ
て
見

せ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、

体
を
動
か
し
た
り
質
問
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

エコライフを学んだ第２回合同学級

� � � � �������������
第２回高齢者・婦人合同学級

優勝した土曜会Ｂ

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
主
催
の
６
月
大
会
は
６
月
16

日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
、
13
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
優

勝

土
曜
会
Ｂ

◇
準
優
勝

球
友
会
Ｂ

◇
第
３
位

球
友
会
Ｃ

◇
敢
闘
賞

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
Ｂ

協
会
主
催
の
大
会
は
年
４
回
ほ

ど
。
今
年
も
90
名
超
の
皆
さ
ん
が

登
録
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広

い
年
代
で
楽
し
め
る
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協

会
事
務
局

矢
野

�･
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
３
５－

６
５
５
６

E
-m
ail
kashim

a.b
b
va@
g
m
ail.co

m

嘉
島
東
小
学
校
で
６
月
19
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｔ
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
の

｢

お

と
ど
け
え
ほ
ん｣

が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
語
り
の
プ
ロ
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
に
身
を
乗
り
出

し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

絵
本
を
通
し
て
言
葉
を
交
わ
す

こ
と
の
大
切
さ
や
物
語
の
面
白
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
が
毎
月
１
〜
２

回
、
要
望
に
応
じ
て
幼
稚
園
や
小

学
校
な
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

東
小
に
は
、
本
橋
馨
さ
ん
、
畑

中
香
保
里
さ
ん
の
２
人
が
訪
れ
、

低
学
年
と
高
学
年
に
30
分
ず
つ
、

大
型
絵
本

｢

ち
か
ら
た
ろ
う｣

や

｢

花
さ
き
山｣

な
ど
を
読
み
聞
か

せ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
朗
読
に
耳
を
傾
け
、
物
語
の
世

界
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

�������������������������� ������������������������������ ��������
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○
花
火
の
打
ち
上
げ
は
蓍
町
橋

上
流
の
地
点
で
す
。
座
っ
た

ま
ま
目
の
前
に
！

仕
掛
け

花
火
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
近
く
を
車
で
通
行
さ
れ
る
と

き
は
、
花
火
に
見
と
れ
て
止

ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

く
れ
ぐ
れ
も
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
花
火
終
了
後
、
20
分
で
お
店

の
灯
り
を
消
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
会
場
の
後
片
付
け

を
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◎
国
道
266
号
線
及
び
県
道
・
熊

本
嘉
島
線
に
は
絶
対
駆
け
あ

が
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
大
型
車
の
通
行
が
多
く
危
険

で
す
の
で
路
側
帯
で
は
絶
対

に
見
物
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
仮
設
ト
イ
レ
は
会
場
内
に
設

け
て
あ
り
ま
す
。

◎
夕
方
は
、
ま
だ
地
面
に
熱
が

残
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

シ
ー
ト
な
ど
を
ご
持
参
下
さ

い
。

◎
出
演
者
も
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

嘉島中吹奏楽部 (昨年の会場)

いちごくらぶ 司会は大田黒浩一さん

やうちブラザーズ渕上雅代さん

お
知
ら
せ
と
お
願
い

���
��������������������������� �����������������������������������������
����� ���� ���������� ������������ ���������� ��������������� �������������� ��������������������� ����� �������� ������������������� ������������������������ ������������������ ���� ���������� ���� ����� ��

進 行 予 定
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○
採
用
予
定
人
員

消
防
職

３
名
程
度

○
受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

○
試
験
日
時
及
び
場
所

・
第
一
次
試
験

９
月
22
日

(

日)

午
前
８
時
30
分
集
合

熊
本
県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
二
次
試
験

11
月
上
旬
頃

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知

○
申
込
受
付
期
間

７
月
29
日(

月)

〜
８
月
16
日(

金)

※
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
。
郵
送

の
場
合
は
８
月
16
日
消
印
ま
で

有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

上
益
城
消
防
署
及
び

山
都
消
防
署

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

上
益
城
消
防
組
合

消
防
本
部

総
務
課

�
２
８
２－

１
９
５
９

〒
８
６
１－

３
２
０
６

上
益
城
郡
御
船
町

辺
田
見
４
０
６－

１

７
月
４
日

(

木)

公
示

７
月
21
日

(

日)

投
票

○
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時
ま
で

○
投
票
所

・
第
１
投
票
所

嘉
島
東
小
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

・
第
２
投
票
所

東
老
人
憩
い
の
家

・
第
３
投
票
所

嘉
島
西
小
体
育
館

・
第
４
投
票
所

下
仲
間
公
民
館

★
当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
期
間

７
月
５
日(

金)

〜
７
月
20
日(

土)

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
所

嘉
島
町
役
場
２
階
大
会
議
室

選
挙
権
を
有
す
る
方
で
、
投
票
所

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛
失

さ
れ
た
方
も
投
票
で
き
ま
す
。
大
切

な
一
票
無
駄
に
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
３
７－

１
１
１
２

○受 付 期 間 平成25年７月29日 (月) ～８月16日 (金) (土曜日・日曜日を除く)
受付時間は午前８時30分～午後５時
郵送の場合は８月16日 (金) の消印まで有効

○申 込 手 続 試験申込書を持参か郵送
【試験申込書は役場総務課に請求するかホームページからダウンロード可能】

○試 験 日 １次試験：平成25年９月22日 (日) ８時30分集合
２次試験：１次試験合格者のみ11月上旬の予定

○試 験 場 熊本県立御船高等学校
○試験の種類 教養試験・専門試験・作文
○申込・お問い合わせ先 〒861-3192 上益城郡嘉島町上島530

嘉島町役場総務課人事広報係 �237-1112 (内線211)

○試験職種及び採用予定人員等

嘉島町職員採用試験のお知らせ

区 分 職 種 採用予定数 受 験 資 格

高等学校
卒業程度

土 木 １名程度 昭和57年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者

資 格
免許職

保 健 師 １名程度
昭和57年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた者で､
保健師の資格を有する者 (平成26年３月までに取得見込みの者
を含む)

幼稚園教諭 １名程度
昭和57年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者で､
幼稚園教諭の資格を有する者 (平成26年３月までに取得見込み
の者を含む)

７月21日 (日) は
参議院議員通常選挙の投票日です

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
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対
象
者
に
は
６
月
下
旬
に
通
知
し
て

い
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

嘉
島
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
平
成

13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方(

小
学
校
６
年
生)

○
実
施
日

・
７
月
30
日

(

火)

４
月
２
日
〜
９
月
15
日
生
ま
れ
の
方

・
８
月
６
日

(

火)
９
月
16
日
〜
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
混
雑
回
避
の
た
め
日
に
ち
を
指
定
し

て
い
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
方
は
可
能

な
日
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数

１
回

※
実
施
日
の
み
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
時
間

受
付

13
時
20
分
〜
13
時
50
分

接
種

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

○
場
所

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

★
個
別
接
種
で
の
事
故
発
生
報
告
が
多

い
こ
と
と
感
染
予
防
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
集
団
接
種
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
保
護
者
同

伴
で
な
け
れ
ば
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

６
月
上
旬
に
対
象
者
に
接
種
案
内
の

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を
確

認
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

★
集
団
予
防
接
種

○
対
象
者

１
期
初
回

・
３
〜
４
歳
児

(

平
成
21
年
４
月
２
日

〜
平
成
22
年
４
月
１
日
生)

１
期
追
加

・
４
〜
５
歳
児

(

平
成
20
年
４
月
２
日

〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生)

○
場

所

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

★
個
別
予
防
接
種

○
対
象
者

１
期
初
回

・
小
学
２
年
生

(

平
成
17
年
４
月
２
日

〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生)

・
小
学
３
年
生

(

平
成
16
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生)

１
期
追
加

・
小
学
４
年
生

(

平
成
15
年
４
月
２
日

〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生)

・
小
学
５
年
生

(

平
成
14
年
４
月
２
日

〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生)

２
期

・
高
校
３
年
生

(

平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生)

○
場

所

町
内
指
定
医
療
機
関

※
詳
細
に
つ
い
て
は
送
付
済
の
通
知
で

確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
の
間
に
接

種
の
機
会
を
逃
し
た
上
記
対
象
者
以
外

の
方
へ
の
接
種
案
内
は
、
次
年
度
以
降

に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

現
在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
積
極
的
に
は
お
勧
め
し
て
い

ま
せ
ん
。
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
有
効

性
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
者
は
、
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
の
女
性
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
副
作
用
情
報
を
も
と
に
安
全
性

を
検
討
す
る
厚
生
労
働
省
よ
り
接
種
勧

奨
の
呼
び
掛
け
を
一
時
中
止
す
る
よ
う

勧
告
が
あ
り
ま
し
た
。

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
有

効
性
と
接
種
に
よ
る
副
作
用(

副
反
応)

が
起
き
る
リ
ス
ク
な
ど
の
説
明
を
医
療

機
関
か
ら
受
け
、
十
分
理
解
し
た
上
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

二
種
混
合(

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風)

予
防
接
種

嘉
島
町
は
、
微
小
粒
子
状
物
質

(
Ｐ

Ｍ
２
・
５)

に
つ
い
て
の
情
報
を
防
災

無
線
や
防
災
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
７
月
20
日
以
降
は
１
時
間

平
均
値
70
μ
ｇ
／
ｍ３

を
越
え
た
場
合
の

み
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
。

観
測
の
結
果
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度

は
例
年
冬
季

(

２
月
頃)

か
ら
春
季

(

５
月
頃)

に
か
け
て
上
昇
し
、
夏
季

か
ら
秋
季
に
か
け
て
は
比
較
的
安
定
し

て
い
る
た
め
で
す
。

２
月
か
ら
５
月
ま
で
は
基
準
値
に
関

係
な
く
防
災
無
線
や
防
災
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
県
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
引
き

続
き
速
報
値
が
確
認
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

微小粒子状物質(PM２･５)に関するお知らせ

日
本
脳
炎

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
慎
重
に
!!
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嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、
特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早

期
発
見

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
起

因
す
る
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
慢
性
腎
臓

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
健
診
を
受

け
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ

あ
る

(

な
っ
て
い
る)

状
態
の
早
期
発

見
と
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

・
生
活
習
慣
病
改
善
に
取
り
組
み
や
す

い
内
容

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

｢

特
定
保
健
指
導｣

で
は
、
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
個
人
の
健
康

状
態
や
生
活
習
慣
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
、
改
善
に
取
り
組
み
や

す
く
効
果
的
で
す
。

・
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
、
町
国

保
が
き
ち
ん
と
管
理
、
検
査
結
果
に
応

じ
て
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
医
療
費
抑
制
に
効
果
的

加
入
者
一
人
一
人
が
生
活
習
慣
病
の

発
症
・
重
症
化
を
予
防
す
れ
ば
、
家
庭

の
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担

す
る
医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

★
特
定
健
診
を
受
け
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト

特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
に
関

し
て
は

｢

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律｣

に
よ
り
、
国
が
町
国
保
に

対
し
、
実
施
率
な
ど
の
厳
し
い
目
標
値

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
達

成
率
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
支
援

金
と
し
て
反
映
さ
れ
、
目
標
が
達
成
で

き
な
け
れ
ば
支
援
金
が
加
算
さ
れ
、
み

な
さ
ん
の
国
保
税
に
上
乗
せ
し
て
徴
収

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し

て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ

れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

３
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が
異
な
り

ま
す
。

○
補
助
金
の
額

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(

百
円
未
満

切
り
捨
て)

。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

※
町
の
公
共
施
設
で
も
水
質
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
公
民
館
や

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
12
施
設
で
飲
用

井
戸
の
行
政
検
査
を
行
い
、
水
質
基

準
に
適
合
し
て
い
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
８
月
に
公
園
な
ど
10
施
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

７
月
22
日
〜
28
日
は
肝
臓
週
間
で
す
。

県
で
は
各
保
健
所
及
び
委
託
医
療
機
関

で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

肝
臓
は
病
気
に
な
っ
て
も
な
か
な
か

自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

御
船
保
健
所

�
２
８
２－

０
０
１
６

熊
本
県
内
で
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５

月
下
旬
に
か
け
て
２
件
の
食
中
毒
が
発

生
。
今
後
、
気
温
が
高
く
な
り
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
等
で
大
量
の
弁
当
を
発
注
し

た
り
食
品
の
販
売
や
取
扱
い
を
行
う
場

合
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

・
清
潔

(

菌
を
つ
け
な
い)

・
迅
速
・
冷
却

(

菌
を
増
や
さ
な
い)

・
加
熱

(

菌
を
や
っ
つ
け
る)

国
保
加
入
者
は
特
定
健
診
を
!!

健

康

無料
クーポン

飲
料
水
の
水
質
検
査

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!!



広報かしま������

― 16 ―

★
食
品
取
扱
事
業
者
の
方
へ

・
調
理
施
設
や
調
理
器
具
の
衛
生
管
理
、

食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い
と
併
せ
て

調
理
従
事
者
の
健
康
管
理
も
重
要
で

す
。
調
理
従
事
者
の
健
康
状
態
に
気

を
配
り
、
定
期
的
な
検
便
等
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
、
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

手
を
拭
く
際
に
は
タ
オ
ル
の
共
用
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
や
ド
ア
ノ
ブ
、
水
栓
な
ど
の

人
が
多
く
触
れ
る
場
所
は
、
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
に
よ
る
消
毒
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

�
２
８
２－

０
０
１
６

浄
化
槽
は
、
日
常
生
活
で
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
処
理
す
る
重
要
な
施
設
で
す
。

日
常
の
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な

い
と
浄
化
槽
か
ら
処
理
さ
れ
て
い
な
い

汚
水
が
放
流
さ
れ
河
川
等
の
水
質
汚
濁

の
原
因
と
な
り
、
浄
化
槽
本
体
か
ら
蚊

や
ハ
エ
、
悪
臭
が
発
生
し
、
衛
生
上
問

題
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
が
適
正
に
機
能
す
る
た
め
、

浄
化
槽
法
で
は
浄
化
槽
管
理
者
に
対
し

３
つ
の
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
義
務
と
は

①
清
掃

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥

な
ど
を
抜
き
取
り
、
機
器
類
の
洗
浄

等
を
行
う
作
業
。
毎
年
１
回
、
町
の

許
可
業
者
が
実
施
。

②
保
守
点
検

浄
化
槽
の
い
ろ
い
ろ
な

装
置
が
正
し
く
動
い
て
い
る
か
点
検

し
、
装
置
や
機
器
の
調
整
、
修
理
、

消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

県
の
登
録
の
保
守
点
検
業
者
が
実
施
。

③
法
定
検
査

・
７
条
検
査

使
用
開
始
後
、
３
〜
８

か
月
後
の
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
浄

化
槽
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
て
い

る
か
否
か
を
確
認
。
県
指
定
の
検
査

機
関
で
あ
る
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
が

実
施
。

・
11
条
検
査

毎
年
１
回
保
守
点
検
及

び
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、
外
観

検
査
、
水
質
検
査
、
書
類
検
査
を
実

施
し
て
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維

持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
。
熊

本
県
浄
化
槽
協
会
が
実
施
。

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
必

ず
毎
年
１
回
法
定
検
査
を
受
検
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
定
検
査
の
重
要

性
を
ご
理
解
の
上
、
必
ず
受
検
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

法
定
検
査
未
受
検
者
に
は
８
月
ご
ろ

文
書
に
よ
る
通
知
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

嘉
島
町
は
、
水
質
保
全
と
環
境
生
活

の
改
善
を
図
り
、
下
水
道
事
業
の
経
営

に
不
可
欠
な
接
続
率
向
上
を
目
指
し
、

既
設
住
宅
の
下
水
道
接
続
の
た
め
の
排

水
設
備
工
事
を
行
う
方
に
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
者

・
一
般
住
宅

(

店
舗
併
用
住
宅
含
む)

の
所
有
者
も
し
く
は
使
用
者

・
集
合
住
宅

(

ア
パ
ー
ト
等)

の
所
有

者
※
い
ず
れ
も
新
築
は
対
象
外

○
助
成
条
件

・
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

・
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
接
続
が
完

了
し
た
方
。(

平
成
27
年
度
末
ま
で

は
こ
の
条
件
は
適
用
せ
ず
、
供
用
開

始
区
域
内
全
域
が
対
象
と
な
り
ま
す)

○
助
成
額

一
般
住
宅

く
み
取
り
便
所
改
造
工
事

６
万
円

単
独
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事

３
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事

２
万
円

集
合
住
宅

単
独
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事

15
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事

８
万
円

※
た
だ
し
、
工
事
費
用
の
２
分
の
１
の

額
が
助
成
対
象
額
の
上
限
に
達
し
な

い
場
合
は
工
事
費
用
の
２
分
の
１
の

額

(

１
千
円
未
満
切
り
捨
て)

と
な

り
ま
す
。

○
申
請
手
続
き

原
則
と
し
て
嘉
島
町
が
認
定
し
た
排

水
設
備
指
定
工
事
店

(

５
月
末
現
在
１

２
２
事
業
者)

が
代
行
で
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
下
水
道
係

�
２
３
７－

２
５
９
７

浄
化
槽
法
定
検
査

環

境

水
洗
便
所
改
造
工
事
費
等
助
成



母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
で
、
お
子
さ

ん
の
事
、
就
職
支
援
、
養
育
費
確
保
、

Ｄ
Ｖ
や
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
相

談

(

将
学
金)

な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち

の
方
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

専
門
の
知
識
を
も
っ
た
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

８
月
16
日

(

金)

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

嘉
島
町
役
場
１
階
小
会
議
室

※
上
益
城
郡
内
の
母
子
相
談
員
及
び
担

当
職
員
が
対
応
し
ま
す
。
予
約
が
あ

れ
ば
子
ど
も
相
談
員
等
も
対
応
可
能

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
母
子
担
当

�
２
３
７－

２
５
７
４

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

７
月
24
日

(

水)

弁
護
士

８
月
28
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員

(

原
則
４
名)

に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

○
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

(

１
人
30
分
以
内)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る

｢

保
険
料
免
除
制
度｣

や

｢

若

年
者

(

30
歳
未
満)

納
付
猶
予
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
に

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万
一
、
障

害
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生

し
た
時
に
障
害
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
や
猶
予
の
申
請
は
、
嘉
島
町
役
場

町
民
課
保
健
係
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
申
請
は
原

則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。
７
月
に

申
請
す
る
場
合
は
、
平
成
24
年
７
月
か

ら
平
成
25
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

(

前

一
年
間
分)

に
つ
い
て
も
申
請
が
で
き

ま
す
。

７
月
に
前
一
年
間
分
の
免
除
等
も
申

請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

○
試
験
種
類

・
甲
種
全
類

・
乙
種
全
類

○
試
験
期
日

・
第
１
回

９
月
８
日

(

日)

・
第
２
回

９
月
16
日

(
月)

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

７
月
22
日

(

月)

〜

７
月
31
日

(

水)

・
電
子
申
請

７
月
19
日

(

金)

〜

７
月
28
日

(

日)

○
試
験
地

熊
本
市

○
願
書
設
置
場
所

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
及
び
熊
本
市
消

防
局
・
県
下
消
防
本
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11－

４

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

�
３
６
４－

５
０
０
５

熊
本
県
は
、
県
内
の
食
品
販
売
店
に

お
け
る
食
品
の
品
質
表
示
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
消
費
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る｢

熊
本
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー｣

広報かしま ������
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国
民
年
金
保
険
料
免
除･

猶
予
制
度

〜
平
成
25
年
度
申
請
受
付
中
〜

年

金

￥

心
配
ご
と
相
談

相

談
母
子
家
庭
等
無
料
相
談
会

相

談
心
配
ご
と
相
談

資

格
消
防
設
備
士
試
験

募

集
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
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を
募
集
し
ま
す
。

日
常
の
買
い
物
の
際
な
ど
に
、
食
品

の
品
質
表
示
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
不
適
正
な
食

品
表
示
を
発
見
し
た
場
合
に
そ
の
情
報

を
県
に
報
告
す
る
も
の
で
、
登
録
期
間

は
２
年
間
で
す
。

○
応
募
期
間

８
月
23
日

(

金)
ま
で

○
応
募
要
件

・
満
18
歳
以
上
の
方

・
熊
本
県
内
に
居
住
し
、
日
常
生
活
の

中
で
食
品
の
買
い
物
を
し
て
い
る
方

・
原
則
と
し
て
、
熊
本
県
が
行
う
食
品

表
示
制
度
に
関
す
る
講
習
会
に
参
加

可
能
な
方

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

�
３
３
３－

２
２
９
０

○
日
時

７
月
21
日

(

日)

10
時
〜
14
時(

受
付
９
時
〜)

○
集
合
場
所

南
小
国
町

清
流
の
森
駐
車
場

○
内
容

草
原
や
渓
谷
を
散
策
し
な
が
ら
草
原

と
森
林
の
成
り
立
ち
を
説
明

○
募
集
定
員

40
名

○
参
加
費

５
０
０
円

(

保
険
料
及
び

資
料
代
、
小
学
生
以
下
２
０
０
円)

○
申
込
方
法

｢

第
３
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教

室
申
し
込
み｣

、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

電
話
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
２－

８
５
７
０

(

住
所
記
載

不
要)

熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保

全
班�

３
３
３－

２
４
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
５－

６
２
７
４

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinrinhozen@
pref.kum

am
oto.lg.jp

熊
本
県
は
人
権
同
和
問
題
の
研
修
担

当
者
を
対
象
に
指
導
者
と
し
て
の
必
要

な
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

８
月
22
日

(

木)

13
時
30
分
〜
16
時
40
分

○
場
所

熊
本
県
庁
地
下
大
会
議
室

○
対
象
者

企
業
及
び
各
種
団
体
の
人
権
同
和
問

題
指
導
者
や
研
修
担
当
者

※
よ
り
実
践
的
な
研
修
及
び
研
修
手
法

の
習
得
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
も
実
施
予
定

・
第
１
回
目
は
10
月
頃
、
２
回
目
は
２

月
上
旬
頃

(

詳
細
は
８
月
22
日
の
講

座
時
で
通
知
予
定)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課

�
３
３
３－

２
２
９
９

７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
は
、
学
校

が
夏
休
み
に
入
り
、
青
少
年
の
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
、
非
行
に
陥
り
や
す
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
社
会
の
実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
県
民
ひ
と

り
一
人
が
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間

７
月
１
日(

月)

〜
８
月
31
日(

土)

○
重
点
目
標

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
非
行

及
び
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推
進

・
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

・
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

・
不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行(

犯
罪)

の
防
止

・
再
非
行

(

犯
罪)

の
防
止

・
い
じ
め
、
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

・
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害

の
防
止

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局

く
ら
し
の
安
全
推
進
課
青
少
年
班

�
３
３
３－

２
２
９
４

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

〜
南
小
国
町
清
流
の
森
〜

人

権
人
権
同
和
問
題
指
導
者
育
成
講
座

夏
の
青
少
年
健
全
育
成

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

県
民
運
動
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７月の納税 ８月の納税

固定資産税 ②期
国民健康保険税 ③期
後期高齢者医療保険料 ③期
介護保険料 ③期

納期限日(口座振替日) 平成25年７月31日(水)

…………………………
……………………

……………
…………………………

町県民税 ②期
国民健康保険税 ④期
後期高齢者医療保険料 ④期
介護保険料 ④期

納期限日(口座振替日) 平成25年９月２日(月)

……………………………
……………………

……………
…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時�月��日
※８月14日の税務相談は中止します｡

町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)

地域安全ニュース
[発行者] 御船警察署・御船地区防犯協会連合会

(TEL 096-282-1110 内線261～264)���������������
○ 巡回連絡は､ 制服警察官が各家庭や事業所
を訪問し､ 振り込め詐欺の予防や交通事故防
止等の指導連絡等を行います｡
○ ご家族の構成や非常時の連絡先等をお聞き
しますが､ 災害等の非常時に活用されます｡
○ 巡回連絡の際､ 警察に対しての要望､ 相談
等もお気軽にお話しください｡
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��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������� �����������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������� ���������

��������������������������������������������������� ��������������������
３ 割����������������� ��������������������
１ 割

���� ����������� ��������������������������������� ������� �������������������������� ���������������������� ������� ������� ����������� ������ ������� ��������������� �������������������� ��������������� ������ ������� ����
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その256]

差
別
の
現
実
を
受
け
止
め
る
と

き
、
心
に
と
め
て
お
き
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
差
別
の

き
び
し
さ
が
、
時
と
し
て
差
別
の

現
実
を
覆
い
隠
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
近
年
、
差
別
の
現
実
が

｢

見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る｣

と
い
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ

に
は
、
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
差
別
の
実
態
が
改
善
さ
れ
て
き

た
と
い
う
積
極
的
な
意
味
合
い
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

し
か
し
、
差
別
の
き
び
し
さ
が

差
別
の
実
態
を
覆
い
隠
す
と
い
う

｢

差
別
の
お
そ
ろ
し
さ｣

が
同
時

に
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

薬
害
エ
イ
ズ
の
被
害
者
が
こ
れ

ほ
ど
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ
な
が

ら
、
そ
の
苦
し
み
と
怒
り
を
堂
々

と
訴
え
き
れ
な
い
現
実
。
そ
こ
に

｢

差
別
の
現
実
を
告
発
す
る
権
利

す
ら
奪
っ
て
い
る〝

差
別
の
き
び

し
さ〟｣

を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま

せ
ん
。
差
別
の
き
び
し
さ
や
根
深

か
さ
が
、
そ
の
き
び
し
さ
ゆ
え
に

差
別
の
現
実
を
覆
い
隠
す
こ
と
へ

の
理
解
を
深
め
る
、
深
い
洞
察
力

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

｢
差
別
は
た
っ
た
一
人
の
人
の

生
活
の
あ
り
さ
ま
や
体
験
、
そ
の

人
の
生
活
の
あ
り
さ
ま
や
体
験
そ

の
思
い
の
な
か
に
も
凝
縮
し
て
表

現
さ
れ
う
る｣

こ
と
へ
の
理
解
で

す
。目

を
凝
ら
し
、
耳
を
澄
ま
せ
て

差
別
の
現
実
に
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

(

奥
田
均

人
権
の
ス
テ
ー
ジ
よ
り)� � � � � � � � � �

●不公平な採用選考

1975 (昭和50) 年に､ ｢部落地名総鑑｣ とい

う図書を大手企業などが高額で購入していたこ

とが発覚しました｡ この図書は､ 全国の同和地

区の地名などが記載されていて､ 現住所や本籍

などを照らし合わせると同和地区出身者かどう

かがわかるというものでした｡

法務省では､ これを人権侵犯事件として調査・

処理し､ 図書を回収・処分するとともに､ 購入

した企業に対して､ 今後このような差別を行わ

ないように啓発しました｡

これらの図書に掲載された情報は､ 企業での

採否決定に利用されるなど就職差別につながる

ものでした｡ このような図書はその後も作られ､

近年はインターネット上に同様の内容のものが

掲載されるという人権の重大な侵害もおきてい

ます｡

●公正採用への取り組み

厚生労働省では､ 一定規模の企業に ｢公正採

用選考人権啓発推進員｣ を置く制度を設け､ 公

正な採用選考システムの確立を図っています｡

推進員は同和問題をはじめとする人権問題につ

いて研修などで学び､ その内容を企業内に伝え

ていく役割を担います｡

また､ 企業が本人の適正・能力に関係のない

事柄を記入させたり､ 面接で質問をしないため

に ｢公正な採用選考チェックポイント｣ を作成

しています｡

なお､ 高等学校卒業者の就職応募書類につい

ては､ 全国統一の応募用紙を用いるよう求めて

います｡

(財)人権教育啓発推進センター資料より

�������������������
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嘉島町食生活改善推進員協議会

���������
｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って�������������������

���� ����������� ������ ������� ������� ������ ����� ������ ����� ������� ��������� ��
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���� �������� ������� ����� ������� ���� ������� ������ ������������ �������� ���������� ��� ���� ��
��������

�����������������

�
����������������������������������������������������

�
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���������
～国民の皆さまに取り組んでいただきたいこと～

熱中症の発生は７～８月がピークになります｡ 熱中症を正しく理解し､ 予防に努めてください｡� ������������������������� ���������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

環境省／嘉島町

����������������������������������������
���������������������� ������������� �������������
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〜
相
談
が
さ
ら
に
急
増
し
て
い
ま
す
〜

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
急
増
！

見守り新鮮
情報７月号

食
べ
る
場
合
は
、
特
に
よ
く
洗
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

病
原
性
が
あ
る
場
合
、
少
し
の

接
触
で
も
食
品
に
移
行
し
て
食
中

毒
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
購
入
し
た
食
品
は
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包
み
、

持
ち
帰
っ
て
保
存
し
ま
す
。
温
度

管
理
の
必
要
な
食
品
は
最
後
に
買

い
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
汚

れ
が
食
品
に
移
ら
な
い
よ
う
に
、

調
理
場
は
整
理
整
頓
し
、
清
潔
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

｢

増
や
さ
な
い｣

冷
蔵
・
冷
凍

食
品
は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

冷
蔵
庫
に
収
納
し
ま
す
。
冷
蔵
室

は
７
割
程
度
の
詰
め
具
合
で
10
度

以
下
、
冷
凍
室
は
マ
イ
ナ
ス
15
度

以
下
に
し
ま
す
。
冷
蔵
・
冷
凍
状

態
で
も
微
生
物
は
死
な
な
い
の
で
、

早
め
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。
冷

凍
食
品
は
冷
蔵
室
内
で
解
凍
し
、

解
凍
後
す
ぐ
調
理
し
ま
す
。
解
凍

や
冷
凍
を
繰
り
返
す
と
病
原
微
生

物
が
増
殖
す
る
場
合
が
あ
り
、
危

険
で
す
。
ま
た
、
病
原
微
生
物
が

増
殖
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
調
理

前
後
の
食
品
は
室
温
で
長
く
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

｢

や
っ
つ
け
る｣

中
心
温
度
75

度
、
１
分
程
度
の
加
熱
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
病
原
微
生
物
を
死
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
っ

た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
も
、
し
っ

か
り
加
熱
し
ま
す
。
電
子
レ
ン
ジ

を
使
う
場
合
も
、
均
一
に
加
熱
さ

れ
る
よ
う
に
、
と
き
ど
き
か
き
ま

ぜ
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

◇

｢

手
洗
い｣

の
重
要
性

商
品
が
汚
染
さ
れ
る
機
会
が
多

い
の
は
調
理
中
で
す
。
特
に
手
指

か
ら
の
汚
染
が
非
常
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め

に
は

｢

手
洗
い｣

が
と
て
も
重
要

で
す
。
食
品
を
取
り
扱
う
と
き
に

は
、
取
り
扱
い
前
後
、
作
業
が
変

わ
る
た
び
に
手
を
洗
い
ま
す
。
動

物
に
触
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
行
っ

た
り
し
た
後
な
ど
の
手
洗
い
も
大

切
で
す
。
せ
っ
け
ん
で
洗
い
、
流

水
で
十
分
に
洗
い
流
し
ま
す
。

◇
日
々
の
習
慣
で
予
防
し
よ
う

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
肉
眼
で
見

え
ま
せ
ん
。
そ
の
増
殖
は
食
品
の

腐
敗
等
の
変
化
と
は
別
の
現
象
な

の
で
、
外
見
か
ら
は
安
全
か
ど
う

か
の
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
食
中

毒
予
防
の
３
原
則
を
実
践
し
て
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
体

調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、
安
易
に

薬
を
服
用
せ
ず
、
ま
ず
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

(

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｢

く
ら
し
の
豆
知
識｣

よ
り)

�����������◇
食
中
毒
と
は

食
中
毒
は

｢

飲
食
に
よ
る
健
康

被
害｣

で
す
。
原
因
物
質
に
は
細

菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
自
然
毒
、
化
学

物
質
等
が
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
に

な
る
と
、
下
痢

(

出
血
性
の
場
合

あ
り)

、
腹
痛
、
嘔
吐
、
発
熱
、

倦
怠
感
、
中
枢
神
経
障
害
等
が
起

こ
り
ま
す
。
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど

も
や
高
齢
者
は
重
症
化
し
や
す
い

の
で
、
加
熱
し
て
い
な
い
食
材
の

取
り
扱
い
や
飲
食
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

◇
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

病
原
微
生
物
を

｢

付
け
な
い｣

｢

増
や
さ
な
い｣

｢
や
っ
つ
け
る｣

が
、
予
防
の
３
原
則
で
す
。

｢

付
け
な
い｣

肉
、
魚
、
野
菜

等
の
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

購
入
し
ま
す
。
病
原
性
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
微
生
物
は
土
壌
、

水
、
動
物
、
人
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
加
熱
し
な
い
で

手
口
は
、
以
前
に
注
文
し
た
健

康
食
品
を
送
る
と
電
話
が
あ
り
、

注
文
し
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
る

と
、｢

受
け
取
ら
な
い
と
裁
判
を

起
こ
す｣

｢

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

載
る｣

な
ど
と
脅
し
た
り
、
３
か

月
分
の
う
ち
１
か
月
分
だ
け
で
も

受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
強
引
に
勧

誘
を
勧
め
た
り
す
る
な
ど
で
す
。

《
最
近
発
生
し
た
相
談
事
例
》

○｢

３
日
前
に
突
然
電
話
が
あ
り
、

健
康
食
品
を
代
引
き
配
達
で
送
付

す
る
と
言
わ
れ
た
。
注
文
し
た
覚

え
が
な
い
と
断
っ
た
が
、
注
文
し

た
記
録
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
の
で

受
け
取
っ
て
み
る
と
言
っ
て
切
っ

た
。
今
日
、
代
引
き
配
達
で
商
品

が
届
い
た
の
で
、
お
金
を
払
っ
て

受
け
取
っ
た
。
包
装
を
開
封
し
た

が
、
や
っ
ぱ
り
注
文
し
た
覚
え
が

な
い
…｣

。

○

｢

宅
配
業
者
が
代
引
き
と
言
っ

て
健
康
食
品
を
届
け
に
来
た
。
頼

ん
だ
覚
え
が
な
か
っ
た
の
で
受
け

取
ら
な
か
っ
た
。
午
後
に
な
っ
て

知
ら
な
い
男
性
か
ら
電
話
が
あ
り

『

３
月
に
注
文
し
て
い
る
。
受
け

取
ら
な
か
っ
た
ら
裁
判
に
す
る
ぞ
。

何
回
で
も
呼
び
出
す
ぞ』

等
と
強

引
な
口
調
で
言
わ
れ
た｣

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
代
引
き
配
達
で
届
け
る
と
の
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
注
文
を
し

て
い
な
け
れ
ば
、
注
文
し
て
い
な

い
こ
と
を
主
張
す
る
。

○
家
族
が
注
文
し
た
商
品
か
ど
う

か
確
認
す
る
。

○
誰
も
注
文
し
て
い
な
い
商
品
で

あ
れ
ば
、
配
達
時
に
受
取
拒
否
を

し
、
絶
対
に
代
金
を
支
払
わ
な
い
。

そ
の
際
に
事
業
者
の
情
報(

住
所
・

連
絡
先
な
ど)
を
メ
モ
し
て
お
く
。

○
一
度
支
払
っ
た
代
金
は
取
り
戻

す
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
の
で
、

安
易
に
お
金
を
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
安
に
思
っ
た
ら
、
上
益
城
４

町
の
消
費
生
活
相
談
室
へ
。

広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時

火
曜
日
…
御
船
町

�
２
８
２
‐
１
１
１
１

水
曜
日
…
嘉
島
町

�
２
３
７
‐
１
１
１
２

木
曜
日
…
甲
佐
町

�
２
３
４
‐
３
２
２
３

金
曜
日
…
山
都
町

�
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

月
２
回
無
料
法
律
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

� � � � � � � � � ������� ������������
���

�
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生徒と先生みんなと何週間にも及ぶ準備ときつ

い練習の後､ いよいよ体育大会の日が来ました！

みなさんお疲れさまです！中学校の体育大会の日

は､ あいにくの雨で､ いくつかのレースが中止に

なり､ 少し残念でした｡ それでもみんなが100％の

力をだして､ とても素晴らしかったです｡ 私は､

雨の中生徒たちと一緒にカントリーダンスをしま

した！おもしろかったです｡

小学校の運動会では､ 晴れたのでテントの中か

ら日よけをしながら応援しました｡ でも私も参加

したかったので､ 先生たちとリレーに出るチャン

スがあり､ とてもうれしかったです｡ でもやはり

先生たちは元気がいっぱいの６年生にかなわない

ですね｡ 来年勝つでしょう！

学校とは関係ありませんが､ 最近阿蘇カルデラ

スーパーマラソンへ行きました｡ 50キロと100キロ

の２つのコースがありました｡ 今回走らず､ ただ

見たり応援したりでしたが疲れました！４時半に

起きて阿蘇へ出発しました｡ 友人と知らない人も

応援しました｡ ｢頑張れ｣ と ｢ファイト｣ と叫んで

いる私に少し驚いた人がいたと思いますが､ 元気

を出してくれたらうれしいです！

ゴールで何人かの選手をみました｡ 特にカニに

扮装した男の人が目立ちました｡ 私たちが ｢カニ

さん！頑張れ！｣ と言うと､ 彼はわざと違う方向

へ走りだしました｡ ばかなカニですね｡ 大半の選

手は10時間かけて走っていて､ それは本当にスゴ

イ達成です｡ 私は感動してこれから走る練習をもっ

と頑張りたいと思いました｡ さて､ 来年は私も阿

蘇カルデラレースに参加できるでしょうか？絶対

無理ですね！

スポーツの季節
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大塚シズ子さん
(北甘木)

���������
��������������������������������
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満
田

實
子
さ
ん

(

上
島)

志水エミ子さん
(井寺)
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嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

市
街
化
区
域
編
入
が
６
月
３
日
、
熊
本
県
都
市

計
画
審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
に

は
委
員
の
一
人
と
し
て
毎
回
出
席
し
て
お
り
、

他
の
委
員
か
ら
ど
ん
な
意
見
が

出
る
か
と
注
目
し
て
い
ま
し
た

が
、
格
別
の
異
議
も
な
く
全
員

一
致
の
承
認
で
、
ホ
ッ
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

町
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業

と
し
て
は
、
西
部
地
区

(
鯰)
、

滝
河
原
に
次
い
で
３
カ
所
目
。

西
部
の
43
・
１
㌶
・
６
９
０
区

画
、
滝
河
原
の
14
・
６
㌶
・
２

３
０
区
画
に
比
べ
て
、
東
部
台

地
は
70
・
８
㌶
・
約
１
２
０
０

区
画
で
最
大
規
模
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

｢

地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。｣

と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加
藤

親
一

様

(

上
仲
間)

亡

勝
子

様

桑
島

末
武

様

(

滝
河
原)

亡

君
代

様

川
野

輝
男

様

(

下
仲
間)

亡

喜
美
代

様

永
田

治
敏

様

(

下
六
嘉)

亡

ト
シ
子

様

一

般

寄

付

嘉
島
西
小
学
校
児
童
一
同

様

(

ア
ル
ミ
缶
収
集
の
収
益
金)

大
倉

清
司

様

(

上
島)

平
成
25
年
６
月
17
日
現
在

１日 ・全国町村会長来熊対応

・自民党県連前川幹事長御尊母様葬儀

３日 ・庁内常会

・熊本県都市計画審議会

・熊本県交通安全推進連盟理事会及び総会

４日 ・熊本県市町村自治会館別館建設安全祈願祭

・熊本県緑化推進委員会総会

５日 ・熊本県農地・水環境保全向上対策地域協議会通

常総会

・熊本県観光連盟通常総会

６日 ・熊本県社会福祉協議会理事会

７日 ・第２回嘉島町議会定例会 ～10日閉会

・熊本県体育協会理事会

・やな開き

８日 ・公明党政策要望懇談会

・自民党県連各種団体協議会からの要望に対する

回答対応

９日 ・嘉島町一般男子・女子バレーボール大会

10日 ・熊本県町村会評議員会

11日 ・熊本県市町村研修協議会来庁対応

・熊本県建設技術センター定時評議員会

・長野県町村会事務局長来庁対応

12日 ・熊本県環境整備事業団理事会

・嘉島町災害対策会議及び水防協議会

13日 ・全国町村会正副会長会 ～14日

15日 ・第47回御船地区交通安全子ども自転車大会

17日 ・熊本県農業公社評議員会

18日 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応

19日 ・下六嘉湧水プール管理者協議会

20日 ・熊本県暴力追放運動推進センター定期評議員会

・嘉島町社会を明るくする運動実施委員会

21日 ・熊本県農業信用基金協会来庁対応

・熊本県建設技術センター来庁対応

・嘉島町進出企業連絡協議会総会

23日 ・自民党県連地域活性化のための諸施策説明会

24日 ・西部ガス熊本支社長来庁対応

・熊本県市町村共済組合理事会・組合会

25日 ・津奈木町長選挙出陣式

・熊本県社会福祉協議会総会

26日 ・熊本県暴力追放運動推進センター来庁対応

・嘉島町食品衛生協会総会

27日 ・国保中央会定期総会

28日 ・熊本県農業信用基金協会総会及び理事会

・松前重義記念館運営委員会

・齊藤聰熊本市議会議長就任祝賀会

町長の動き
６月の

善

意

の

輪

荒木町長談

嘉嘉島島町町一一般般男男女女ババレレーーボボーールル大大会会でで

竣
工
目
標
は
平
成
34
年
度
。
西
部
も
東
部
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
町
全
体
の
一
層
の
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。



広報かしま������

― 28 ―

発行所 嘉島町
発行人 荒 木 泰 臣
発行日 平成25年７月12日
〒861�3192 熊本県上益城郡

嘉島町上島530
TEL 096�237�1111㈹ FAX 096�237�2359
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね�
ジ

メ
ジ
メ
感
か
ら
解
放
さ
れ
、
夏
を

満
喫
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
参

議
院
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
は
…
。

今
回
初
め
て
選
挙
を
経
験
さ
れ
る

方
も
い
る
の
で
は
？
選
挙
は
政
治

に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

(

係)

７月14日(日) 泰泉堂牟田医院 (御船町)�282-0216
７月15日(月･祭)

大久保耳鼻咽喉科医院(御船町)�282-3900
７月21日(日) 香田整形外科医院 (嘉島町)�237-2811
７月28日(日) 小糸整形外科医院 (御船町)�282-0050
８月４日(日) たなか内科眼科医院(嘉島町)�235-7235

古閑整形外科胃腸科医院(御船町)�284-2010
８月11日(日) さかた耳鼻咽喉科医院(嘉島町)�237-4133������������������������� ������ ������ ���������� ���������� ����������� ����

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
｢Let’s enjoy 楽しんでいます｣ では元気に活動されるお年寄りの団体や個人を紹介します｡
掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください｡

広報係では ｢すくすく笑顔｣ 掲載希望者を募集しています｡
総務課広報係に写真を持参いただくか､ メール (嘉島町ホー
ムページ ｢町からのお知らせ｣ → ｢募集案内｣ → ｢すくすく
笑顔掲載希望者募集｣ 参照) で申し込んでください｡

������������
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ご両親：前田 幸太さん・美喜子さん(上島)


